
DNA構造の研究で偉業を果たされた J. D. Watson

博士が 2025年 11月 6日に 95歳で亡くなられた訃
報に接し，以前に放射線生物研究誌（Vol 45, 417-

418, 2010）に寄せてくださったメッセージ（和訳）
をもう一度振り返って追悼を兼ねて原文で紹介した
い。これはWatson博士がインディアナ大学の Luria

研究室の院生として，放射線によるファージ DNA

に対する影響を学位論文とした研究が，その後の
DNA構造研究にどのように影響を与えたか，わが
国の放射線研究者のためにメッセージをいただきた
いとお願いしたところ折り返しいただいた当時の返
事である。
この中でWatson博士は，D.H. Leaの放射線標的
理論は自分にとってバイブルであった。放射線等の
影響による DNAの変化は生命の進化の原動力に

なったであろうと言っておられる。ファージ DNA

を照射して実験しておられた当時は，原子核の構造
解明のために荷電粒子を衝突させて得られた断片の
解析から中味を分析しようという方法が物理学で行
われていたので，それを意識されていたものと思わ
れる。最近では，放射線で破壊された癌細胞が分子
シグナルを放出して，免疫細胞や周辺細胞を刺激し，
それが放射線の癌治療効果の一面になっているとい
う論文が盛んに報告されるようになった。これらの
現象には物質にも生命にも相互作用という共通点が
あるように見えて，大変興味深い方向へ研究が発展
しているように感じられる。以下原文
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